
　（別紙４-２） 事 業 所 名

作 成 日 ：

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　標

1 35
・火災・地震・水害等の災害時に昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている。

・入居者様が安全に避難出来る様に日頃から全
職員が各種災害時を想定し、適格な誘導が出来
る様 にしておく。
・災害時に地域住民の協力が得られる様、町内
会との連携体制強化を図る。

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

【 目標達成計画 】　

・ハザードマップを参考に想定される災害に対応
できる様、計画書を作成し、研修を行う。又、避難
時に必要な備品を、直ぐに持ち出せる様避難口
に用意しておく。
・地域住民にグループホームを理解して頂ける様
にふれやか通信
・ハザードマップを参考に作成した避難時の計画
書を回覧させて頂き、協力体制の強化に努める。

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

　　　　　　　　　　　　目標達成計画
グループホーム　ふれやか

令和　５　年　３　月　１　日

目標達成に
要する期間

１年


